
信濃国分（僧）寺跡 再調査（上田市）



前回は上図の線路の上の部分のみ見学、地下道があるのが分からず線路の下の部分を見ることができなかったという経緯がある



　　　　　　　正面の表示は右手が尼寺跡、左手が僧寺の中門跡となっている



　　　　　こちら側には中門跡と南大門跡があることが分かる



　　　　　　正面に中門跡がある



　　　　回廊跡が手前から右回りに中門へと続いている



右手から回廊が中門跡へと繋がっている



　　　回廊が正面で直角に曲がり、左手の中門跡へと続く



正面右手奥の中門跡に回廊が繋がる



正面奥が中門跡



　正面は中門跡



　　中門跡/礎石が表示されている



　　　　　中門跡/前方の狭い道を進むと南大門がある



　　　中門跡から回廊方向を見る



　左手は中門跡



　　先程の狭い道には説明板が立っている/正面は中門跡



　　　　　　中門跡をアップで見る











　先程の狭い道を進むとこんな風景/道の左手に説明板がある



　　　　　　この辺りが南大門跡









　　　振り返って中門跡方向を見る



　更に道を進むと僧寺南大門参道と記した標柱があった/つまりこの道は参道であった



　こちらは西門跡







参考ホームページ

http://museum.umic.ueda.nagano.jp/kokubunji/park.htm

http://museum.umic.jp/map/document/dot56.html

インターネットより

http://museum.umic.ueda.nagano.jp/kokubunji/park.htm
http://museum.umic.jp/map/document/dot56.html

